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(57)【要約】
【課題】　形状保持機能が高くて軽量で蒸れにくい疑似
乳房パッドを提供する。
【解決手段】　胸部を被う被服で保持される疑似乳房パ
ッド１において、表面が乳房の膨らみを疑似的に表した
凸曲面１ａとされ、反対側が胸部に当てられ又は近接す
る裏面１ｂとされ、かつ、その裏面から内部に向かって
表面には開口せず、その裏面に開口する閉じた空洞部１
ｃが形成され、その空洞部１ｃの最大投影断面積に対し
裏面の開口面積の方が小さくなるように、空洞部１ｃが
開口する部分には内向きに突出するフランジ部１ｄが狭
窄部１ｅとして形成されることを特徴とする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乳房の喪失個所の胸部又は乳房の隆起が無いか若しくは乏しい個所の胸部に当てられ、
少なくとも胸部を被う被服で保持される疑似乳房パッドにおいて、
　シリコーンゴム等の軟質樹脂からなり、表面が乳房の膨らみを疑似的に表した凸曲面と
され、反対側が前記胸部に当てられ又は近接する裏面とされ、かつ、その裏面から内部に
向かって前記表面には開口せず、その裏面に開口する閉じた空洞部が形成され、その空洞
部の前記裏面に対する最大投影断面積に比べて前記裏面の開口面積の方が小さくなるよう
に、前記空洞部が開口する部分には内向きに突出するフランジ部が狭窄部として形成され
たことを特徴とする疑似乳房パッド。
【請求項２】
　前記表面の前記凸曲面に対し、前記裏面が前記表面側に窪む凹曲面とされ、その凹曲面
の曲率は前記凸曲面の曲率より小さくなだらかにされることを特徴とする請求項１に記載
の疑似乳房パッド。
【請求項３】
　前記空洞部の最大投影断面積に対し前記開口面積が、０．２～０．９の範囲に設定され
ている請求項１又は２に記載の疑似乳房パッド。
【請求項４】
　前記フランジ部は環状に連続して形成される請求項１ないし３のいずれか１項に記載の
疑似乳房パッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、下着などの被服で保持される疑似乳房パッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、乳がん等において双方又は一方の乳房を切除した場合、その乳房欠損箇所の外観
を補うようにするため、乳房再建、人工乳房、疑似乳房パッド等の対応が行われている。
【０００３】
　この乳房切除後の乳房再建として、例えば広背筋皮弁再建、腹直筋皮弁再建、下腹壁動
脈穿通枝皮弁再建、インプラント再建等の手術を行っているが、この手術は大掛かりで看
者の肉体的及び精神的負担が大きい。そこで、もっと簡便な一つの選択枝として疑似乳房
パッド（特許文献１参照）がある。この疑似乳房パッドは外観を整える以外にも傷の保護
や正しい姿勢の保持を目的として使用されており、具体的には乳房欠損箇所に添えてブラ
ジャー等の下着で保持するようにして、乳房欠損箇所に一定の膨らみを与えることにより
、あまり違和感のない外観にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０―３１０９１１号公報
【特許文献２】特許第４４８２７７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この特許文献１の疑似乳房パッドは、全体がシリコーンゴムで形成され、その形態は実
際の乳房と近似し、良好な胸部の外観を創出できる。しかしながら、シリコーンゴムの重
量が大きく、左右の乳房の一方が残存し、他方が切除されてそこに疑似乳房パッドを添え
る場合、残存する乳房の荷重負担が加わらない側の肩ひもに対し、疑似乳房パッドの重量
を支えなければならない側の肩ひもが肩に食い込んで肩こりを生じさせる等の問題がある
。また、胸部の左右にこのような重い疑似乳房パッドを添える場合は、双方の肩ひもに各
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パッドの重量が加わりその問題がより一層顕著となる。
【０００６】
　一方、特許文献２の疑似乳房パッドでは、シリコーンゴムで形成される疑似乳房形状の
保形部材の裏面に空洞を形成しておわん形とすることにより、重量の軽減効果は認められ
る。しかし、空洞が存在するために、図１７に示すように、保形部材５００の剛性が低下
し、その外面５０３がへこんでしまい本来の保形部材の膨らみ形態を維持することが困難
な問題がある。そのため、ブラジャーのカップ５０１との間に隙間５０２が生じたり、ブ
ラジャーのカップ５０１までへこんでしまったりする。特に体を動かしたときに膨らんで
いる外面５０３がくぼみやすく、これに伴ってブラジャーとの隙間５０２の発生やカップ
５０１が凹状に変形するなど、外観的に好ましくない欠点があった。
【０００７】
　本発明の課題は、ブラジャーなどの少なくとも胸部を被う被服によって保持される、形
状保持機能が高くて軽量な疑似乳房パッドを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の疑似乳房パッドは、乳房の喪失個所の胸部又は乳
房の隆起が無いか若しくは乏しい個所の胸部に当てられ、少なくとも胸部を被う被服で保
持される疑似乳房パッドにおいて、シリコーンゴム等の軟質樹脂からなり、表面が乳房の
膨らみを疑似的に表した凸曲面とされ、反対側が前記胸部に当てられ又は近接する裏面と
され、かつ、その裏面から内部に向かって前記表面には開口せず、その裏面に開口する閉
じた空洞部が形成され、その空洞部の前記裏面に対する最大投影断面積に比べて前記裏面
の開口面積の方が小さくなるように、前記空洞部が開口する部分には内向きに突出するフ
ランジ部が狭窄部として形成されたことを特徴とする。
【０００９】
　このように疑似乳房パッドに空洞部が形成されるとともに、その空洞部の開口側に狭窄
部（いわば内向きのフランジ部）を備えることにより、全体の重量を軽量化しつつ表面の
膨出凸面の形状保持機能が高まり、そこが簡単にへこんでブラジャー等の被服との間に隙
間ができたり、ブラジャー等の被服の該当部分がへこむ等の不具合が生じにくい。しかも
、開口があるために、軽量化のみならず、装着面（裏面側）が直接胸部の肌に密着する場
合でも全面が密着する場合に比べて蒸れが生じにくい。
【００１０】
　また、本発明の疑似乳房パッドにおいて、前記表面の前記凸曲面に対し、前記裏面が前
記表面側に窪む凹曲面とされ、その凹曲面の曲率は前記凸曲面の曲率より小さくなだらか
にされている。
【００１１】
　これにより、例えばこの疑似乳房パッドの裏面を直接胸部の肌に当てるようにしてこの
パッドがブラジャー等の被服で保持される場合、緩やかな凹曲面のためにいわば吸盤のよ
うに作用して胸部の肌により密着しやすい効果が生じる。したがって、ブラジャー等の被
服で保持した状態で疑似乳房パッドがずれにくく安定に保持される。
【００１２】
　また、本発明の疑似乳房パッドは、前記空洞部の最大投影断面積に対し前記開口面積が
、０．２～０．９の範囲に設定されることにより、疑似乳房形態を生じる膨出曲面の変形
防止機能、軽量化、蒸れ防止等の複合的な効果が得られる。
【００１３】
　また、前記フランジ部は環状に連続して形成されることにより、強度が向上され安定性
が増加する。また、疑似乳房パッドの軟質樹脂は、タイプＯＯデユロメータの硬さが１０
～５０のシリコーンゴムからなることにより、健全な乳房の柔軟性に近いため、不快感を
伴うことなく使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】疑似乳房パッドの一部を断面とした正面図である。
【図２】疑似乳房パッドの平面図である。
【図３】疑似乳房パッドの右側面図である。
【図４】疑似乳房パッドの背面図である。
【図５】図１のＡ―Ａ断面図である。
【図６】図１のＢ―Ｂ断面図である。
【図７】疑似乳房パッドの変形例の背面図である。
【図８】着用者の乳房欠損状態を示す図である。
【図９】疑似乳房パッドの製作工程を示す図である。
【図１０】疑似乳房パッドの他の製作工程を示す図である。
【図１１】下着としてのブラジャーを示す図である。
【図１２】ブラジャーのカップで保持される疑似乳房パッドを示す図である。
【図１３】疑似乳房パッドの変形例を示す正面、水平断面、垂直断面を示す図である。
【図１４】疑似乳房パッドの他の変形例を示す正面、水平断面、垂直断面を示す図である
。
【図１５】疑似乳房パッドの他の変形例を示す図である。
【図１６】疑似乳房パッドの他の変形例を示す図である。
【図１７】従来の疑似乳房形状の保形部材の凹状変形を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明に係る
疑似乳房パッド１の一部を断面とした正面図である。図２は疑似乳房パッド１の平面図で
ある。図３は疑似乳房パッド１の右側面図である。図４は疑似乳房パッド１の背面図であ
る。図５は図１のＡ―Ａ断面図である。図６は図１のＢ―Ｂ断面図である。
【００１６】
　疑似乳房パッド１は乳がん等において乳房を切除した後の胸部における乳房欠損個所１
００（図８参照）や、乳房の隆起が無いか若しくは乏しい個所の胸部に当てられ、少なく
とも胸部を被う被服として、カップ部２００を有する下着（例えばブラジャー等）２０１
で保持（図１１、１２参照）される。
【００１７】
　図１～図６に示す疑似乳房パッド１は、軟質樹脂（例えばシリコーンゴム）からなり、
表面が乳房の膨らみを疑似的に表した凸曲面１ａとされる。この凸曲面１ａは、図５に示
すように、着用時の上下方向Ｙにおけるその曲面の曲がりの程度として、凸曲面１ａの中
央部位１ａ１から上部縁１ａ２までの上側範囲３０１の上側曲率３０２を、中央部位１ａ
１から下部縁１ａ３までの下側範囲３０３の下側曲率３０４に対して緩やかに設定してい
る。
【００１８】
　また、図６に示すように、着用時の左右方向（横方向）Ｘにおけるその曲面の曲がりの
程度として、凸曲面１ａの中央部位１ａ１から内側縁１ａ４（図面上の右側）までの内側
範囲３０６の内側曲率３０７を、中央部位１ａ１から脇側縁１ａ５（図面上の左側）まで
の脇側範囲３０８の脇側曲率３０９に対して緩やかに設定している。
【００１９】
　この例による内側範囲３０６、脇側範囲３０８は、かかる疑似乳房パッド１として下着
２０１で保持される場合、着用者自身の右側に着用される例である。なお、着用者自身の
左側に着用される他の例では、この例と対称、つまり、内側範囲３０６、脇側範囲３０８
が反対位置となる。
【００２０】
　また、疑似乳房パッド１の裏面１ｂは着用者の胸部に当てられ又は近接する胸部とされ
、かつ、その裏面１ｂから内部に向かって自身の表面には開口せず裏面１ｂ側に開口する
閉じた空洞部１ｃが形成される。
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【００２１】
　また、表面の凸曲面１ａに対し、裏面１ｂが表面側に窪む凹曲面とされ、その裏面１ｂ
の凹曲率３１０は凸曲面１ａの曲率（上側曲率３０２、下側曲率３０４、内側曲率３０７
、脇側曲率３０９）より小さくなだらかに設定される。
【００２２】
　図５、６に示すように、空洞部１ｃにおける横断面での最大投影断面積Ｓ１に対し裏面
１ｂの開口部１ｂ１の開口面積Ｓ２の方が小さくなるように、空洞部１ｃが開口する部分
には内向きに突出するリング状のフランジ部１ｄが狭窄部１ｅとして形成される。これに
よってフランジ部１ｄの開口が裏面１ｂにおける空洞部１ｃの開口とされる。
【００２３】
　図６に示す空洞部１ｃの最大投影断面積Ｓ１に対し開口部１ｂ１の開口面積Ｓ２の比が
、０．２～０．９の範囲に設定され、より好ましくは０．４～０．７の範囲に設定され、
これにより、凸曲面１ａの中央部位１ａ１の近傍部位が下着２０１の着用時における保持
状態でへこんでしまうことが防止される。
【００２４】
　また、フランジ部１ｄが内向きに突出するその寸法としては、上下方向Ｙにおける一方
の下部縁１ａ３側におけるフランジ部１ｄの突出寸法ｈ２を他の残りのフランジ部１ｄの
突出寸法ｈ１よりも長寸法に形成している。この他の残りのフランジ部１ｄの突出寸法ｈ
１は概ね同じ寸法としている。
【００２５】
　また、空洞部１ｃは、裏面１ｂから表面側に向かって凸となる凹曲面１ｆで形成される
。この凹曲面１ｆと凸曲面１ａとの間の肉厚Ｔ１は、フランジ部１ｄを除いてほぼ等しく
され、フランジ部１ｄの肉厚Ｔ２は肉厚Ｔ１と同等かそれより小さく又は大きくされる。
【００２６】
　なお、図５、図６におけるフランジ部１ｄの表面１ｄ１と凹曲面１ｆとが繋がる連続部
には、全周にわたり内向きのアール面１ｆ１が緩やかな所定曲率で形成されている。この
ためフランジ部１ｄと凹曲面１ｆと連続箇所である、フランジ部１ｄの基部側の肉厚はフ
ランジ部１ｄの先端側の肉厚に比べて実質的に厚くなる。
【００２７】
　このように疑似乳房パッド１全体としてフランジ部１ｄの基部側の肉厚が厚みを増した
状態で連続形成される一体物としてのドーム状を呈することにより、上部縁１ａ２、下部
縁１ａ３、内側縁１ａ４、脇側縁１ａ５が全周にわたり剛性が高まり、いわば基部の剛性
・安定性が高まることにより、中央部位１ａ１の膨出形態（ドーム形態）も安定に保持さ
れやすくなる。
【００２８】
　疑似乳房パッド１は左右方向Ｘを長手方向とする正面視で横長の楕円状の形態を有して
いる。また、空洞部１ｃもそれに概ね合わせて横長の楕円状に形成され、かつ、フランジ
部１ｄ及びその開口部１ｂ１も空洞部１ｃより概ね相似的に小さい横長の楕円状とされる
。
【００２９】
　以上の実施例では、疑似乳房パッド１のフランジ部１ｄが環状（リング状）に連続して
形成された例を示したが、図７に示すように、フランジ部１ｄが空洞部１ｃの開口部１ｂ
１に所定の間隔で間欠的（不連続）に形成されてもよい。
【００３０】
　また、疑似乳房パッド１は、それを成形するための軟質樹脂（例えばシリコーンゴム）
を、一般的な着色剤（付加型液状シリコーンゴム用）としての所定色の顔料によって乳房
色に近似させる色で着色される。
【００３１】
　疑似乳房パッド１を成形するための軟質樹脂としては、室温硬化型のシリコーンゴム、
主剤と硬化剤との混合による２液付加反応型ＲＴＶシリコーンゴムなどがある。このシリ
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コーンゴムの例として、「米国、ファクター２社製：ＶＳＴ－３０、ＶＳＴ－５０、ＶＳ
Ｔ－５０Ｆ、ＶＳＴ－５０ＨＤ、Ａ－２０００」、また、「東レ・ダウコーニング社製：
ＳＨ９５５５ＲＴＶ、９５５６ＲＴＶ、ＭＤＸ４－４２１０」、また、「モメンティブ・
パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン社製：ＴＳＥ３４５３、ＴＳＥ３４５６Ｔ、Ｔ
ＳＥ３４７５Ｔ、ＴＳＥ３４３１、ＹＥ５６２６」、また、「信越化学工業社製：ＫＥ－
１３０８、ＫＥ－１３００Ｔ、ＫＥ－１３１０ＳＴ、ＫＥ－１３１４－２、ＫＥ－１３１
６、ＫＥ－１３１０ＳＴ、ＫＥ－１６００、ＫＥ－１６０３（Ａ／Ｂ）、ＫＥ－１６０６
、ＳＩＭ―２６０、ＳＩＭ―２４０」、また、「旭化成ワッカーシリコーン社製：ＤＥＮ
ＴＡＬ　ＡＤＳ９３１　Ａ／Ｂ、Ｍ４６００Ａ／Ｂ、Ｍ４６４１Ａ／Ｂ、Ｍ４６４４Ａ／
Ｂ、Ｍ４６４５Ａ／Ｂ、Ｐ７６１３Ａ／Ｂ、Ｐ７６６４Ａ／Ｂ」などを挙げることができ
る。室温（常温とも言われ、その温度は日本工業規格（ＪＩＳＺ８７０３）では２０℃±
１５℃とされている）でゴム状に硬化することにより疑似乳房パッド１が得られる。
【００３２】
　また、シリコーンゴムとしては、シリコン基本構成単位が連鎖となったシリコンポリマ
ーのうち、長い分子鎖の一部ができた低架橋密度のものであって、弾性率が１０５Ｎ／ｍ
２ 以下のものであり、耐熱安定性があり硬化収縮が小さい等の点から、付加反応型が好
適である。
【００３３】
　例えば、硬化後において、ＡＳＴＭ―Ｄ―２２４０、タイプＯＯデユロメータの硬さが
１０～５０の範囲の硬さのものから任意に選択することができるが、シリコーンゴムの硬
さの上からは、２０～４０の範囲のシリコーンゴムを用いることが望ましい。なお、硬さ
が１０（２０）より小さくなると、軟らかすぎて取扱いが困難となり、一方、硬さが５０
（４０）を越える場合には、シリコーンゴムが硬くなってしまう。
【００３４】
　また、顔料の例として、「米国、ファクター２社製：ＦＥ－２３５、ＦＥ－２０２、Ｆ
Ｅ－２００、ＦＥ－２２８」、「信越化学工業社製：Ｋ－ＣＯＬＯＲ－Ｒ２０、Ｋ－ＣＯ
ＬＯＲ－Ｗ１０、Ｋ－ＣＯＬＯＲ－ＢＬ７０、Ｋ－ＣＯＬＯＲ－Ｙ４０」、または、「モ
メンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン社製：ＭＥ５０－Ｍ、ＭＥ５０－
Ｒ２、ＭＥ５０－Ｗ、ＭＥ５０－Ｙ」などを挙げることができる。
【００３５】
　疑似乳房パッド１は例えば次のように製作される。図９に示すように、各サイズによっ
てマスターモデルを製作し、このマスターモデルを用いて雄型４００（ポジモールド）、
雌型４０１（ネガモールド）を含む成形型４０２を製作する。
【００３６】
　この成形型４０２の雌型４０１にシリコーンゴム４０４を注入し、その後、雄型４００
を型合せし、硬化後に離型して疑似乳房パッド１が製作される。
【００３７】
　この離型工程は、疑似乳房パッド１の裏面側の雄型４００を雌型４０１から離型し、そ
の後、雄型４００側の疑似乳房パッド１を離型させる。
【００３８】
　なお、疑似乳房パッド１を、図１０に示すように、射出成形によって成形することがで
き、この場合、雄型４００、雌型４０１を閉じてキャビテイ４０５を形成し、そのキャビ
テイ４０５にシリコーンゴム４０４を注入し、その後、シリコーンゴム４０４を硬化させ
てその硬化物をエジェクタピン４０６を介して取り出すことにより、疑似乳房パッド１を
得ることができる。
【００３９】
　本発明の疑似乳房パッド１は、図１１、１２に示すように、下着２０１としてのブラジ
ャーのカップ部２００によって包み込むように保持されて使用される。疑似乳房パッド１
は弾性的な柔軟性を有するため、下着２０１で保持される際に、胸部中央に寄せるように
、また上方へ持上げるように疑似乳房パッド１を弾性変形させた状態で下着２０１及び人
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体胸部（例えば乳房欠損箇所１００）に密着させることができる。
【００４０】
　この保持状態においては、疑似乳房パッド１の長手方向を左右方向Ｘとしていることに
より、カップ部２００の上側から疑似乳房パッド１が部分的に露出する範囲を少なくでき
る。
【００４１】
　また、疑似乳房パッド１は、その着用時において、表面の凸曲面１ａに対し、裏面１ｂ
が表面側に窪む凹曲面とされる。その凹曲率３１０は凸曲面１ａの曲率（上側曲率３０２
、下側曲率３０４、内側曲率３０７、脇側曲率３０９）より小さくなだらかにされている
ので、疑似乳房パッド１の裏面を直接胸部の肌に当てるようにして被服（下着２０１等）
で保持される場合、緩やかな凹曲面のためにいわば吸盤のように作用して胸部の肌により
密着しやすい効果が生じる。したがって、疑似乳房パッド１はブラジャー等の下着２０１
で保持した状態で移動しにくく（ずれにくく）安定に保持される。
【００４２】
　図１３は別の実施例の疑似乳房パッド１１を示している。図に示すように、疑似乳房パ
ッド１１は楕円形状で形成される。その楕円形状の中心を通る水平方向Ｘの水平線Ｘ１及
び左右方向Ｙの垂直線Ｙ１に対して、凸曲面１ａ、開口部１ｂ１、空洞部１ｃ、フランジ
部１ｄ、凹曲面１fなどはそれぞれ左右対称及び上下対称に形成される。
【００４３】
　図１４は別の実施例の疑似乳房パッド２１を示している。図に示すように、疑似乳房パ
ッド１は円形状で形成される。その円形状の中心を通る水平方向Ｘの水平線Ｘ１及び左右
方向Ｙの垂直線Ｙ１に対して、凸曲面１ａ、開口部１ｂ１、空洞部１ｃ、フランジ部１ｄ
、凹曲面１ｆなどはそれぞれ左右対称及び上下対称に形成されることにより、その形態を
単純形態としている。
【００４４】
　図１５は別の実施例の疑似乳房パッド３１の他の変形例を示している。図に示すように
、疑似乳房パッド２１のフランジ部１ｄの断面形態として、空洞部１ｃの凹曲面１ｆが滑
らかかつ連続的にフランジ部１ｄにつながるものでもよい。
【００４５】
　図１６は別の実施例の疑似乳房パッド４１を示している。図に示すように、垂直断面（
例えば図１３の垂直線Ｙ１での断面形状）において、中心部の厚みＴminが相対的に薄く
され、フランジ部１ｄ側ほどその厚みＴが増加するようにしている。これにより疑似乳房
パッド１としてその外縁側１ｇの形態がより安定する。
【００４６】
　なお、疑似乳房パッド１を保持する被服としては、ブラジャー等に限らず、ボディスー
ツなどの上下がつながった下着（矯正下着を含む）でもよく、また、下着でなく水着（ビ
キニなどのツーピース型、上下がつながったワンピース型のいずれでもよい）、さらには
、人体の胸部をある程度締め付ける機能のある被服であれば、本発明の疑似乳房パッド１
を使用できる。
【００４７】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、これらはあくまで例示にすぎず、本発明はこ
れらに限定されるものではなく、また、各々の実施の形態は、本発明の説明のために一つ
実施形態の部分として述べられている構成を、別の実施の形態において利用し、更にこれ
らを組み合わせて別の実施の形態とすることができる。
【符号の説明】
【００４８】
　１、１１、２１、３１、４１　　疑似乳房パッド
　１ａ　　　　凸曲面
　１ｂ　　　　裏面
　１ｃ　　　　空洞部
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　１ｄ　　　　フランジ部
　１ｅ　　　　狭窄部
　１ｆ　　　　凹曲面
　２００　　　カップ部
　２０１　　　下着

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】

【図１７】
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